
県立大津支援学校が昭和園に植栽

美しい花を楽しんでもらいたい願いが叶いますように

　大津音楽幼稚園の園児６人が７月４日におおづ図書
館を訪れ、子どもたちの願いがたくさん書かれた短冊と
鮮やかな七夕飾りを寄贈しました。毎年この時期に園
児たちの活動の一環で行われるもので、短冊には「おは
なやさんになりたい」や「あしがはやくなりますように」
など笑みのこぼれる願い事が数多く飾られ、図書館を訪
れた人の目を楽しませていました。町内施設では町民
交流施設（オークスプラザ）にも飾られていました。

大津音楽幼稚園　七夕飾り寄贈

　県立大津支援学校の生徒14人が７月10日に昭和園
の北側駐車場で植栽を行いました。
　これは、同校の授業の一環で20年以上続けている活
動で、地域の人たちも毎年心待ちにしています。
　色とりどりの花を植え終わった園芸班の生徒は、「私
たちが育てた花を地域の人たちにも楽しんでもらいた
い」と話し、自分たちが植えた花壇を誇らしげに見つめ
ていました。

日差しが照りつける中、懸命に作業する生徒たち
マリーゴールドやセンニチコウなど、約500株が植えられました

寄贈した七夕飾りの前で微笑む大津音楽幼稚園の園児たち

「認知症高齢者等安心見守り連絡制度」運用開始

高齢者の安全･安心のために熊本通運㈱と企業立地協定

　熊本通運㈱（本社：熊本市）が現在、大津町室にある営
業所を、大津町平川に移転新設するため、７月２日に県
の立会いのもと、町と企業立地協定を結びました。
　新設される予定の「熊本大津営業所」は、高床式の両面
ホームに、トラックを接車して利用できるスルー型の
配送拠点で、大津・阿蘇・上益城地域の拠点として事業拡
大を行う計画です。開業予定は、平成32年４月の予定
です。

熊本通運㈱と営業所移転新設の協定

　「認知症高齢者等安心見守り連絡制度」運用開始に関
する調印式が７月３日に行われました。これは、大津警
察署で認知症の疑いがある高齢者らを保護した場合、名
前や住所、保護した時の状況などの必要な情報を大津
町、菊陽町、西原村の各自治体に提供するものです。
　町では、本制度を活用して、家族や関係者から状況を
確認し、早期の支援につなげ、今後も地域での見守り体
制づくりの強化を図ります。

左から家入町長、後藤菊陽町長、
井上大津警察署長、日置西原村長
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Monthly Pickup Topics
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選手4町のパンフレットは会
場入り口で約6,000枚配られました5応援団とからいもくん

　第89回都市対抗野球大会が７月13日から12日間、全
国から32チームが集まり、東京ドームで熱戦を繰り広
げました。町からは九州大会を第一代表で勝ち上がっ
た「Honda熊本」が出場し、15日に埼玉県さいたま市代
表の「日本通運」と対戦しました。町民応援団の派遣や
町生涯学習センターでのパブリックビューイングも行
い、一緒に町の代表を応援しました。
　先攻の日本通運が２回に１点を先制し、試合が動き、
Honda熊本も２回裏、３回裏と１点ずつとり返して、
一時逆転しましたが、８回表で日本通運の打線が爆発。
３点をとられ、Honda熊本も最後まで粘りを見せまし
たが点数を取り返すことができず、４対２で惜しくも
敗れました。
　郷土を応援しようと町出身の人やHonda熊本の関係
者などが関東各地から集まり、応援で３塁側のスタン
ドはHonda熊本のイメージカラーの赤に染まりました。
応援の皆さん、Honda熊本の皆さん、大津町に元気と
勇気をありがとうございました。来年、さらなる活躍
を期待しています。
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九国ベジフル㈱農産物加工工場竣工式

農産物加工工場が完成

　九国ベジフル㈱（岩坂）の工場が完成し、竣工式が行わ
れました。
　同社は、県産野菜をカットし、コンビニやスーパーに
出荷したり、高齢者向けのソフト食や野菜粉末を製造し
たりする会社です。竣工式で、池
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社長は「たくさん
の人に支えられて、この日を迎えることができました。
今後とも、皆さんの多様なニーズに応えることのできる
サービスを提供していきたい」とあいさつしました。
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常務取締役

第17回大津町消防操法大会

日ごろの訓練の成果を披露

　第17回大津町消防操法大会が６月24日、オークスプ
ラザ南側駐車場で行われました。これは、消火活動の基
本的な操作習得のための競技で、放水で的を落とすまで
の速さや動作の正確さなどを競うものです。
　大津町消防団630人の代表16チームが、日ごろの訓
練の成果を披露しました。優勝の本部第２班をはじめ、
今大会で優秀な成績をおさめた上位５チームは７月29
日に菊陽町で行われた菊池郡操法大会に出場しました。

1火を模した的をめがけて放水2４人の選手が息のあった連携を
見せる3太陽が照りつける中、どの選手も真剣な表情
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